
参考資料② 

「不登校児童生徒等の学びの継続支援に関する懇談会」計画（案） 

心の支援課 

１ 本懇談会の趣旨 

・不登校支援に係る様々な団体等の代表者が、県内の不登校支援のあり方について総合的に協議する中で、

不登校特例校の設置も含めた不登校児童生徒等の学びの継続支援のあり方について検討する。 

・不登校特例校設置を検討している市町村教育委員会の関係者が懇談会にオブザーバー参加することで、懇

談会で出される総合的な不登校支援の方向性を、当該市町村の不登校支援施策の参考にしていただく。 

２ 懇談会年間計画 

第
２
回 

（９／７）特例校ワーキンググループ② 

・各市町村の現状・課題・次年度に向けた予算編成等を共有 

・（R7開校を目指す市町村がある場合）方向性の共有 

（10月～11月開催予定）懇談会② 
 
 
 
 

第
３
回 

（12／20）特例校ワーキンググループ③ 
・次年度に向けた不登校支援の方針等について共有 

・R7開校を目指す市町村の取組を共有 

・夜間中学設置検討会議の進捗状況を共有 

（２月開催予定）懇談会③ 
 
 
 
 

 

 ＜協議内容＞ 

第
１
回 

（５／12）支援の仕組みづくり説明会 
＜全市町村対象＞ 

・伊那市、木曽郡の教育支援センター事例発表及び教育支援センターの機能拡充について協議 

（５／17）特例校ワーキンググループ① 
＜設置検討中の市町村対象（11 市４町 1村）＞ 

・各市町村の現状・意向を共有  ・設置上の課題等をとりまとめ 

（６／９）懇談会① 
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＜第２回特例校設置に係る意向調査＞ 

・７７市町村を対象に再度意向調査 

＜R７開校を目指す市町村について＞ 

・県教委からのバックアップを随時行う 

・補助金申請、教育課程編成等に関する助言 

・県と市の費用負担の詳細について確認 

・開校に向けたスケジュールの確認（R6.10月市町村→国への最終申請等） 

・学校と保護者とのコミュニケーションシートについて（全国の取組状況） 

・支援の仕組みづくり説明会の報告 

・意向調査の結果および特例校ワーキンググループ①の報告 

※設置検討市町村及び学びの改革パイオニア実践校関係者もオブザーバー参加 

・長野県版コミュニケーションシートの原案提案 

・特例校ワーキンググループ②の報告 

・不登校特例校設置も含め学びの継続支援について引き続き協議 

 

・長野県版コミュニケーションシート最終検討 

・特例校ワーキンググループ③の報告 

・夜間中学設置検討会議の報告 

・長野県における不登校児童生徒等の学びの継続支援のあり方についてまとめ 

 


